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ボーリング柱状図
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礫径10から50mm主体。
間隙にシルト分を含む粗粒砂充填
。含水比は下位。
土質乱れる。17cm玉石介在。

礫径10から50mm主体。
間隙に粘土分を多く含む粗粒砂
1.70mより礫径10から80mmの礫
質土主体。
含水比は下位から中位。

コアは柱状となる。
4.05m迄岩質硬く、以下はやや脆
い。亀裂少ない。
コア中に礫径10から50mm混入。

コアは粘土質礫状。脆く手で割れ
る。含水比は下位から中位。固結
状となる。

コアは柱状。岩質やや脆い。
含水比は中位。亀裂少ない。

コアは礫混じり固結粘土状。
密で礫径10から30mm多い。
手で折れる。含水比は下位から中
位。

コアは礫・岩片状コア主体。
コア長5から12cmの硬い片状コア
点在。
含水比は下位から中位。
8.30mより全体に風化進み、凝灰
質を帯びる。
9.50mより固結粘土混じり礫状と
なる。
全体的に密で締まる。
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